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差集合を AーB と表わさない理由
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命題 を ， を の とする．

証明 が開集合族であることから明らか．

任意の について，ある が存在して

と表わせ，このとき，

だから， なので，
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真のクラス (proper class)
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− − −証明　　逆写像 による逆像 が像 に一致することと，

同相写像と開写像の定義から は開写像である．

定理 を用いれば，同様に が閉写像であることが分かる．
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同相写像と開写像の定義から は開写像である．

定理 を用いれば，同様に が閉写像であることが分かる．
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cont.

homeo.
cont. cont. 

1
1 2 2 1

2 1 2 1

1 2

1 2 2 1

2 1 1 2 1 2

id : ( , ) ( , ) ; id ( )

; .

id

id : ( , ) ( , )

id : ( , ) ( , ) id : ( , ) ( , )

.

X X U U

U U

X X

X X X X

−→ ⇔ ∀ ∈ ∈
⇔ ∀ ∈ ∈ ⇔ ⊂

→
⇔ → →
⇔ ⊂ ⊂ ⇔ ⊂

証明　　 が

後半は， が全単射であることに注意すれば，

が

が かつ が

かつ

   
   

 
   

     


	集合と位相第二�
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	差集合を AーB と表わさない理由
	baseによる連続写像の特徴づけ
	subbaseによる連続写像の特徴づけ
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23



